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憲
法
の
研
究
者

は
、
６
割
近
く
が

「
自
衛
隊
は
憲
法

違
反
」
と
考
え
て

い
る
が
、
憲
法
に

自
衛
隊
が
明
記
さ

れ
れ
ば
、
憲
法
違

憲
論
は
主
張
で
き

な
り
、
日
本
の
平

和
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

石
破
首
相
は
、
２
０
１
８
年
の
自
衛
隊
明

記
案
で
は
な
く
、
12
年
の
国
防
軍
設
置
、
徴

兵
制
合
憲
、
日
米
地
位
協
定
改
定
論
者
で
あ

る
が
、
昨
年
の
総
選
挙
で
、
改
憲
勢
力
が
三

分
の
二
を
下
回
り
、
衆
議
院
憲
法
審
査
会
の

会
長
に
枝
野
幸
男
元
立
憲
代
表
が
就
任
し
、

一
見
改
憲
の
動
き
は
止
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
維
新
、
公
明
、
国
民
、
無
所
属

の
会
な
ど
有
志
の
会
は
、
非
常
時
に
お
け
る

議
員
の
任
期
延
長
を
主
張
し
て
い
る
し
、
自

民
は
、
日
本
の
非
常
時
は
韓
国
大
統
領
に
よ

る
非
常
戒
厳
と
は
異
な
る
な
ど
と
主
張
し
、

今
後
も
予
断
は
許
さ
な
い
。

そ
し
て
、
形
骸
化
す
る
政
府
の
９
条
政
策
、

国
連
憲
章
上
の
問
題
、
先
制
攻
撃
と
し
て
の

敵
基
地
攻
撃
、
防
衛
費
増
額
の
問
題
、
待
ち

受
け
る
増
税
な
ど
に
つ
い
て
、鋭
く
批
判
を

し
ま
し
た
。

（
2
）
今
後
の
運
動
を
考
え
る
と
必
要
な
こ

と
は
、
大
同
団
結
で
あ
る
。「
労
組
と
市
民

と
野
党
の
共
闘
」
と
し
て
、
２
０
１
４
年
３

月
結
成
の
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
」（
中
心
は
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・

人
権
・
環
境
」）
を
中
心
に
、
他
の
団
体
な

ど
と
一
定
の
共
闘
体
制
が
出
来
た
が
、
選
挙

協
力
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
２
０
１
９
年
の

参
議
院
選
挙
で
は
、
32
あ
る
す
べ
て
の
一
人

区
で
立
憲
野
党
の
統
一
候
補
が
実
現
し
た
が
、

２
０
２
２
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
32
の
一

人
区
で
11
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
間
、

野
党
の
多
党
化
は
進
み
、
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
戦
術
が
、
か
な
り
の
成
果
を
上

げ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
左
翼
・
リ
ベ
ラ
ル

だ
け
で
は
国
会
で
多
数
派
を
作
る
こ
と
は
困

難
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
政
権
を
本
気
で
取
り
に
行
く
大

同
団
結
が
必
要
で
あ
り
、
職
場
で
も
地
域
で

も
、
学
習
会
、
宣
伝
活
動
、
若
者
対
策
な
ど

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
、
７
月
予
定

の
参
議
院
選
挙
で
勝
利
す
る
こ
と
が
重
要
と

し
て
講
演
を
終
え
た
。

２
０
２
４
年
度
の
地
方
公
務
員
退
職
者

協
議
会
（
地
公
退
）
学
習
会
は
、
１
月
30

日
に
日
退
教
10
人
を
含
め
、
お
よ
そ
60
人

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
田
邦
明
地

公
退
会
長
は
「
７
月
予
定
の
参
議
院
選
挙

は
、
次
の
総
選
挙
で
政
権
交
代
に
結
び
付

け
ら
れ
る
か
、
極
め
て
重
要
な
選
挙
だ
」

と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

清
水
教
授
は
講
演
の
「『
安
保
三
文
書
』

と
憲
法
」
で
、
大
き
く
２
つ
を
中
心
に
話

さ
れ
、
最
後
は
や
は
り
選
挙
で
の
勝
利
を

強
調
し
ま
し
た
。

以
下
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

（
１
）
自
民
党
は
、
２
０
０
５
年
10
月
に

９
条
改
憲
案
で
「
自
衛
軍
を
保
持
す
る
」

と
し
、
２
０
１
２
年
４
月
に
は
「
自
衛
権

の
発
動
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」「
国

防
軍
を
保
持
す
る
」
と
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
１
８
年
３
月
に
は
、
あ
の
改
憲
４
項

目
に
「
国
及
び
国
民
の
安
全
を
保
つ
た
め

に
必
要
な
自
衛
の

措
置
を
と
る
こ
と

を
妨
げ
ず
…
…
内

閣
の
首
長
た
る
内

閣
総
理
大
臣
を
最

高
の
指
揮
監
督
者

と
す
る
自
衛
隊
を

保
持
す
る
」
と
９

条
に
自
衛
隊
を
明

記
す
る
と
し
た
。
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2025年度の主な日程

6 月 6 日（金）11時
　日退教第51回定期総会
７月16日（水）
　第29回退連総会
７月25日（金）
　第56回地公退総会
9月1７日（水）午後 1時
　地公退高齢者集会
　（夕方、女性参加者の集い）
9月18日（木）午後 1時
　退連高齢者集会
　（午前　政治学習会）
10月 9 日（木）11時
　第31回五者学習会（予定）
10月10日（金）10時
　第31回組織活動交流集会
　（予定）
10月20日（月）〜 25日（金）
　中国　成都・重慶への旅

日政連参議院議員、
立憲民主党参議院会長

⃝�家庭の環境によらず子どもたちが
安心して学び続けられる制度
⃝�教職員が健康で充実感をもって働
くことのできる環境
⃝�ジェンダー平等、非正規職員処遇
改善、高齢者福祉の充実…
詳細は、日退教通信号外１，２号を
参照のこと

みずおか俊一

参議院選挙で勝利し、
次の総選挙で
本格的な
政権交代を‼

日本体育大学　清水　雅彦 教授講師
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12
月
初
旬
の
沖
縄
は
、「
と
っ
く
り

木
綿
」
の
ピ
ン
ク
の
花
が
満
開
、
他
に

も
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ

が
咲
き
、
春
の
よ
う
な
景
色
で
あ
っ
た
。

バ
ス
で
嘉
数
台
地
に
案
内
さ
れ
、
眼

下
の
普
天
間
基
地
を
見
下
ろ
し
た
。
周

囲
は
人
家
が
密
集
、
あ
の
墜
落
が
あ
っ

た
沖
縄
国
際
大
学
も
基
地
の
フ
ェ
ン
ス

か
ら
間
近
に
見
え
る
。「
あ
り
得
な
い
」

基
地
と
人
家
の
近
さ
だ
。
ア
メ
リ
カ
で

は
許
さ
れ
な
い
接
近
が
こ
こ
で
は
ま
だ

放
置
さ
れ
て
い
る
。
無
条
件
即
時
返
還

を
政
府
は
行
う
べ
き
で
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
と
引
き
換
え
で
は
な
い
。

次
に
米
空
軍
基
地
と
し
て
最
大
の
嘉

手
納
で
は
、
戦
闘
機
発
進
の
す
さ
ま
じ

い
爆
音
を
聞
い
た
。
お
腹
に
響
い
て
体

の
内
部
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。
こ
れ
で

は
学
校
の
授
業
も
会
議
も
寸
断
さ
れ
、

病
院
の
患
者
も
安
静
を
保
て
な
い
。
し

か
も
こ
こ
嘉
手
納
や
普
天
間
か
ら
の
戦

闘
機
や
ヘ
リ
、
オ
ス
プ
レ
ー
な
ど
が
い

つ
墜
落
事
故
を
起
こ
す
か
も
知
れ
な
い

不
安
と
恐
怖
の
中
で
、
住
民
の
日
常
生

活
が
営
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
辺
野
古
で
ゲ
ー
ト
前
座
り

込
み
に
参
加
、
機
動
隊
に
排
除
さ
れ
る
。

ミ
キ
サ
ー
車
や
ダ
ン
プ
、
建
設
資
材
を

積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
入
り
始
め
、

数
え
た
ら
１
０
５
台
が
入
っ
た
。
こ
れ

で
も
少
な
い
方
だ
と
い
う
。
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
作
業

用
ヤ
ー
ド
を
作
る
た
め
、
沿
岸
近
く
に

捨
て
石
を
投
入
し
て
も
沈
ん
で
い
く
ば

か
り
だ
と
い
う
。
軟
弱
地
盤
の
調
査
は

今
も
っ
て
不
十
分
な
の
だ
。

前
日
は
、
那
覇
の
教
育
会
館
で
「
米

軍
基
地
と
性
暴
力
」
と
題
し
て
高
里
鈴

代
さ
ん
の
講
演
会
が
開
か
れ
た
（
日
退

教
13
名
、
沖
縄
県
退
教
、
高
退
教
の
方

た
ち
を
加
え
て
50
名
位
の
参
加
）。
29

ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
高
齢
者
に
見
や
す
い

カ
ラ
ー
の
大
き
な
文
字
で
ま
と
め
ら
れ

た
レ
ジ
メ
は
、
１
９
４
７
年
の
天
皇

メ
ッ
セ
ー
ジ
…
…
沖
縄
の
長
期
軍
事
占

領
の
継
続
を
望
む
…
…
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
。
米
軍
の
上
陸
か
ら
朝
鮮
戦
争
に

か
け
て
年
齢
を
問
わ
ず
の
強
姦
・
殺
害

の
多
発
は
日
本
が
ア
ジ
ア
で
行
っ
た
そ

れ
を
想
起
さ
せ
た
。
１
９
５
１
年
に
は

「
性
病
予
防
」
の
た
め
「
Ａ
サ
イ
ン
」

制
度
（
月
２
回
の
性
病
検
査
を
バ
ー
な

ど
の
店
に
義
務
づ
け
）
が
実
施
、
基
地

の
周
辺
に
は
売
春
街
が
形
成
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
も
強
姦
や
絞
殺
な
ど
性
被
害

が
頻
発
す
る
。
特
に
復
帰
前
夜
の
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
時
、
20
人
も
の
女
性
た
ち
が

絞
殺
死
体
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
治
外

法
権
の
沖
縄
で
、
犯
人
は
米
軍
に
引
き

渡
さ
れ
て
処
罰
不
明
と
な
る
事
案
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
復
帰
後
の
１
９
７

３
年
で
も
な
お
10
数
件
の
強
姦
事
件
が

起
こ
り
、
１
９
９
５
年
に
は
米
兵
３
人

に
よ
る
小
学
生
少
女
レ
イ
プ
事
件
で
、

県
民
の
怒
り
が
爆
発
、
８
５
０
０
０
人

の
県
民
大
会
と
な
り
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意

に
つ
な
が
る
。
し
か
し
沖
縄
の
負
担
軽

減
ど
こ
ろ
か
、
普
天
間
の
代
替
と
し
て

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強
行
、
県
民
の

総
意
が
何
度
示
さ
れ
よ
う
と
政
府
は
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
工
事
を
強
行
し

て
い
る
。

米
軍
は
、
金
網
の
フ
ェ
ン
ス
と
ゲ
ー

ト
で
地
域
社
会
と
の
境
界
線
を
設
置
、

基
地
内
で
は
兵
士
と
家
族
の
快
適
な
生

活
が
保
障
さ
れ
、
犯
罪
は
す
べ
て
基
地

の
外
で
起
こ
る
。
２
０
２
３
年
末
に
起

こ
っ
た
米
兵
に
よ
る
少
女
へ
の
性
暴
力

事
件
は
、
半
年
間
も
沖
縄
県
知
事
に
報

告
さ
れ
な
か
っ
た
。「
被
害
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
」
を
口
実
に
防
衛
局
や

外
務
省
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
米
兵
に
よ
る
「
性
暴
力
事

件
」
が
続
発
す
る
の
は
、
旧
日
本
軍
の

「
慰
安
婦
制
度
」
と
通
じ
る
、性
差
別
・

民
族
差
別
を
土
台
に
し
た
戦
争
を
遂

行
・
占
領
を
維
持
す
る
軍
隊
と
い
う
殺

人
組
織
が
あ
る
か
ら
だ
。
今
も
沖
縄
に

は
、
在
日
米
軍
の
７
割
（
面
積
も
軍
人

数
も
）
が
置
か
れ
、
日
米
地
位
協
定
と

い
う
日
本
の
国
内
法
の
上
に
立
つ
枠
組

み
に
よ
っ
て
強
固
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
米
軍
と
自
衛
隊
を
一
体
化

さ
せ
な
が
ら
こ
の
支
配
を
維
持
・
強
化

し
続
け
て
、
沖
縄
の
人
々
の
命
と
暮
ら

し
を
守
ら
な
い
。

戦
時
中
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
を
通

し
て
高
里
さ
ん
は
語
っ
た
。
そ
の
80
年

に
も
わ
た
る
沖
縄
の
性
被
害
・
性
的
暴

行
の
連
な
り
に
、
私
た
ち
は
強
い
衝
撃

を
受
け
た
。
ま
さ
に「
構
造
的
性
暴
力
」

が
今
も
続
い
て
い
る
。

安藤　節子
（都高退）

第13次日退教沖縄交流団
に参加してに参加して
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2025年度の年金額が４月から改訂（1.9％増）
されますが

物価高騰により、実質目減りです。
４月から以下のようになります。

2025年度の年金額（月額）

国民年金※１ 69,308円（2024年度比＋1,308円）

厚生年金※２ 232,784円（2024年度比＋4,412円）

※１　 老齢基礎年金１人分
※２　 夫婦２人分の老齢基礎年金を含む標準的な年金額

詳細は、事務局だより（１月24日付）又は日退教HPを参照

副会長の林秀彦さん
（北海道・東北ブロック選出）
ご逝去されました

　病気療養中のところ、去る１月16日に亡くなられ
ました。
　2021年から日退教副会長としてご活躍されました。
これまでの活動に感謝するとともに、心よりご冥福
をお祈りいたします。

3
・
8
全
国
集
会
に
、
全
体
で
は
、
お
よ
そ
３
０
０
０

人
、
日
退
教
は
事
務
局
を
含
め
49
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

政
府
、
電
力
会
社
は
福
島
原
発
事
故
を
教
訓
に
せ
ず
、

各
地
で
再
稼
働
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

仲
間
が
、
反
対
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
戦
後
80
年
、
被
爆
80
年
の
年
に

な
り
ま
す
。
連
合
北
海
道
・
退
職
者
連
合（
北

退
教
も
支
援
す
る
高
校
生
）
被
爆
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
が
札
幌
・
千
歳
で
７
回
（
３
・
28

〜
４
・
１
）行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
集
め
て
の
開
催
で
す
。

ま
た
、被
爆
80
年
を
記
念
し
、８
月
に
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
る
国
連
軍
縮
会
議
に
核

廃
絶
を
求
め
る
署
名
を
届
け
る
第
28
代
目
の

高
校
生
を
30
人
派
遣
し
ま
す
。
18
都
道
府
県

で
選
考
会
を
開
き
、
小
論
文
・
面
接
で
５
月

末
ま
で
に
決
定
す
る
と
の
こ
と
で
す
（
他
の

県
の
高
校
生
は
全
国
枠
）。
昨
年
９
月
の
退

連
高
齢
者
集
会
に
も
３
人
の
高
校
生
平
和
大

使
が
報
告
を
し
、
参
加
者
に
大
き
な
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

本を製作してみませんか？
　退職をすると、40年ぐらいの足跡を本にして
みたい、と考えたことはありませんか？
　実践記録、趣味の記録、旅行の記録、家族の
記録、自伝……自分の書籍を製作する喜びは、
一段と大きいものがあります。自己出版の制作
には、郁朋社さんが最適です。
　「マルクス・資本論　学習テキスト」も、㈱
郁朋社で制作しました。
　遠くに住んでいても、データを送れば出来上
がります。

郁朋社： 〒101−0061  
千代田区神田三崎町2−20−4 八木ビル 
☎03−3234−8923　 
mail: ikoshi@ikuhousya.com

｟ ｠いろんな活動を
しよう!｟ ｠さようなら原発
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さあ！中国の奥地へ
　2020年から延期に延期されていた日退教結成50周年中国旅行
昨年11月末に査証が不要になり、以前のように行き易くなりました。
10月20日〜 24日、４泊５日の旅です。
　　成都（かわいいパンダ、武候祠博物館、錦里古街、変面）
　　重慶（日本軍の重慶空爆、三峡博物館、抗日戦争勝利記念館）
数回参加された方、初参加、退職記念の方も大歓迎です。
誘い合っていきましょう！！　別紙参照のこと。費用はおよそ34万円です。

　旅行会社：㈱グローシーズ・サポーツ　尾崎明子
　　　　　　　電話　090−6129−7496
　　　　　　mail:�ozaki.fdk@gmail.com

◆
編
集
後
記
◆

令
和
の
米
騒
動
が
終

わ
ら
な
い
。
政
府
の
備

蓄
米
放
出
を
受
け
、
米

の
値
段
が
下
が
る
と
思

い
き
や
、
い
ま
だ
、
五

㎏
あ
た
り
四
千
円
を
下

ら
な
い
。
し
か
も
田
植

す
ら
済
ん
で
い
な
い
の

に
25
年
度
産
の
米
を
買

い
付
け
る
動
き
す
ら
出

て
い
る
と
い
う
。

そ
も
そ
も
日
本
の
食

料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
38
％
し
か
な

い
中
で
、
唯
一
米
だ
け

は
１
０
０
％
近
く
を
維

持
し
続
け
、
食
料
安
全

保
障
の
要
と
い
う
存
在

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
米
の
生
産

農
家
の
収
入
は
赤
字
続

き
の
う
え
、
高
齢
化
・

後
継
者
不
足
か
ら
離
農

も
進
ん
で
い
る
。
近
年

の
気
候
変
動
の
影
響
で

米
の
収
穫
量
が
減
少
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

備
蓄
米
放
出
だ
け
で
は

根
本
的
な
解
決
に
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
米

不
足
最
大
の
原
因
で
あ

る
減
反
政
策
を
含
め
、

農
業
政
策
全
般
を
見
直

す
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
Ｍ
）

情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
単
会
で
は
、
機
関
紙
、
会
報
、
通

信
、
お
便
り
な
ど
、
名
称
は
い
ろ
い
ろ

で
す
が
、
年
に
数
回
は
発
行
し
て
会
員

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
日
退
教
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
、
分
か
り
ま
す
が
、

事
務
局
に
郵
送
か
メ
ー
ル
で
送
信
す
れ

ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

自
分
の
単
会
だ
け
で
な
く
、
他
単
会
の

情
報
の
内
容
を
閲
覧
で
き
、
参
考
に
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

１
面
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
も
可
能
で

す
。是

非
、
日
退
教
に
提
供
し
て
下
さ
い
。

2024年度カンパのお礼（中間決算）
　39単会から250万円（昨年度繰越金は別に350万円）
のカンパをいただきました。支出は、能登半島地震
に200万円（昨年度との合計500万円）、水害被災者
支援として石川・鹿児島に80万円を送金しました。
御協力に感謝いたします。

「
マ
ル
ク
ス
・
資
本
論　

学
習
テ
キ
ス
ト
」
を
作
成
。

劣
化
も
甚
だ
し
い
自
民

党
政
権
、
数
兆
円
の
資
産

を
持
つ
超
大
金
持
ち
も
い

れ
ば
、
食
料
品
の
無
料
配

布
に
並
ぶ
人
た
ち
、
働
け

ど
働
け
ど
楽
に
な
ら
な
い

人
々
、
10
万
円
の
商
品
券

を
ポ
ン
と
配
る
人
も
い
れ

ば
、
数
千
万
円
の
裏
金
を

手
に
す
る
人
も
い
る
。
こ

れ
が
資
本
主
義
の
実
態
だ
。

学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、
資
本

主
義
の
矛
盾
が
明
ら
か
に

な
る
。
わ
ず
か
５
０
０
円

で
学
習
で
き
ま
す
。
日
退

教
に
申
し
込
み
ま
し
ょ

う
！
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何を今更と言わず、
学習しましょう!｟ ｠


